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福島第１
原子力発電所

福島第２
原子力発電所

１ 発震時
平成２３年３月１１日

（金）１４時４６分
２ 震 源

三陸沖
３ 地震の規模

震度７ Ｍ（マグニ
チュード）９．０
４ 特 色
○ 津波による広域・甚大な

被害
○ 原子力災害との複合事態
○ 地方自治体の機能喪失

被害の概要

死者・行方不明者 ２３，５６２人

避 難 者 数
最大約３８７，００

０人

震災の概要

人 員 約３，２００，０００人

車 両 約９５０，０００両

航 空 機 約１，５００機

活動区分 活動実績

人命救助
生存者 １９，２８６人

収容遺体 ９，５０５体

給水支援 ３０，１９５ｔ

給食支援 ４，４８３，２４５食

入浴支援 １，０４４，２７５人

衛生支援 １６，８４０人

活動規模及び活動実績

【活動規模（延べ）】 【活動実績】

行方不明者捜索

東日本大震災に係る災害派遣

福島第１原子力発電所

津波による被害の状況

ガレキの除去



平成２３年３月１１日（金）１４時４６分、宮城県

三陸沖付近においてマグニチュード９．０の地震が発

生、長時間の揺れに普段の地震とは「違う」と感じた。

特に、太平洋沿岸部は震度６を超える大きな揺れが広

範囲にわたり発生した。

東日本大震災の概要

陸前高田市（岩手県）



この地震により、気象庁は、１４時５０分、太平洋

沿岸部等に大津波警報を発令したが、想定をはるかに

超える大津波が太平洋沿岸を襲い、特に、岩手県三陸

海岸から宮城県、福島県の沿岸部を中心に、近代日本

において例を見ない甚大な被害が発生した。

南三陸町（宮城県）

気仙沼市（宮城県）



原子力災害への対応
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原子力災害への対応

海水を取水し、放水

消防車による放水原子炉の温度・放射線強度の測定



原子力被害の状況

地震及び津波の発生直後、福島第１原子力発電所に

おいて、原子炉冷却機能の喪失により極めて重大な原

子力災害が発生し、３月１１日（金）に政府が原子力

緊急事態宣言を発令した。

一般財団法人日本原子力文化財団



原子力発電所から半径２０㎞圏内の約１８万人は、

自宅からの避難を余儀なくされた。

福島第一原発から３０Ｋｍ圏内の空間放射線量率



災害派遣部隊等について
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北部方面隊

災害派遣人員 約2,800名

可動航空機 ３９機

ＣＲＦ

災害派遣人員 約900名

可動航空機 ２４機

人 員 約１０５，８００名
陸災部隊 約７０，０００名
海災部隊 約１４，２００名
空災部隊 約２１，６００名

(-)

×

3

×

(-)

×

7

×

(-)

航空学校

可動航空機 約５１機

× ×

(-)

(-)

×

東部方面隊

災害派遣人員 約3,800名

可動航空機 ３９機

中部方面隊

災害派遣人員 約3,500名

可動航空機 ３４機

西部方面隊

災害派遣人員 約3,100名

可動航空機 ４１機

陸幕等（大直・学校含む）

災害派遣人員 約10,900名

東北方面隊

災害派遣人員 約45,000名

可動航空機 ６７機

Ｃ－１３０ＨＣ－１

物資等輸送

物資等輸送

空災部隊

海災部隊

災害派遣部隊等全般の態勢



政府は、３月１１日１５１４、緊急災害対策本部を

設置するとともに、同日１５３０、本震災を自衛隊の

災害派遣に関する訓令（昭和５５年防衛庁訓令第２８

号）第２条第５号に規定する大規模震災に指定した。

日米の指揮系統



防衛省・自衛隊は、東北方面総監に対し、隷下部隊及

び各方面総監等から差し出された部隊等をもって、陸災

東北部隊を編成するとともに、横須賀地方総監を長とす

る海災部隊及び航空総隊司令官を長とする空災部隊を

もって災統合任務部隊を編成し、災統合任務部隊指揮官

として指揮するよう命じた。

災統合任務部隊（ＪＴＦ－東北）の編成



活動状況全般
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月 ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １

全
般
推
移

震
災

原
発

主要な

活動等

人命救助

行方不明者捜索

放水作業
モニタリング支援 避難誘導支援 一時立入・除染支援 地域除染

発災

3/11 3/14

ＪＴＦ
編成

5/10

態勢移行開始
7/1

ＪＴＦ解組

8/31

終結命令
（大規模震災）

12/26

終結命令
（原子力災害）

発災（津波災害）

生活支援等

CH-47

集中捜索（＃１～３）

入浴支援終了（９．６）

各種生活・医療支援

第１原発
水素爆発（３．１２）

トモダチ作戦
（仙台空港復旧）（４．７）

除染支援終了（１２．２６）

１０ｋｍ圏内
捜索開始（５．３）

放水活動（３．１７）

被災者のニーズに
適切に対応

被災者に対する
安心感の醸成

全般の活動状況

陸海空消防車



全国からの陸災増援部隊は、岩手県、宮城県、福島県

に投入された。この際、津波による被害が最も甚大で

あった宮城県には、２個師団、２個旅団が展開した。

東北方面区における活動状況



３月１１日 初動対応人数等 約8,400人、航空機190機

３月１４日 統合任務部隊編成

３月１８日 10万人態勢確立

７月 １日 統合任務部隊編成解除

７月２６日 岩手県撤収要請

８月 １日 宮城県撤収要請

８月３１日 大規模震災災害派遣終結命令

１２月２０日 福島県撤収要請

１２月２６日 原子力災害派遣終結命令

派遣規模の推移

※参考①



捜索活動等

目次へ



岩手県宮古市津軽石 宮城県東松島市大曲

人命救助・行方不明者の捜索等の状況

宮城県岩沼市下野郷浜付近

宮城県気仙沼市

宮城県名取大橋 西側道路



土砂であふれかえった地域においては、土砂をすべて掘

り起こして、また冠水地域においては、水抜き後に捜索す

る等、一人でも多くの方を捜索するための徹底した活動を

実施した。

行方不明捜索活動

石巻市大川小学校

父兄が納得されるまで
土砂を掘り起こし捜索

石巻市富士沼地区

・ 冠水地域の捜索
・水抜き後の捜索



○ 人命救助は累計19,286人であった。

○ ご遺体の収容実績は、9,500体にのぼり、

もっとも多い時期には1日約900体を収容した。

人命救助等の実績



第2施設団の活動経過
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第２施設団の活動経過

第２施設団の編成

※ 第１０施設群第３８７施設中隊は、全般を通じ
第９師団とともに活動



団は、３月１１日１４４６地震発生後、直ちに第３種非

常勤務態勢へ移行し、宮城沖地震対処計画に示された任務

にもとづき、第２施設団災害に関する行動命令（以下「行

災命」という。）を発令、第６師団の指揮下で情報収集活

動 、応急救援活動等を開始した。

第３種非常勤務態勢に移行

第３種非常勤務態勢 所属人員全員で事態に対応（基準）



団は、団直轄５コ偵察組を１５４５出発させ、名取市・

岩沼市を含む仙南隊区の主要地点（方面指定地点）及び主

要道路沿いの被害状況の偵察を実施した。

角田市、白石市、柴田町以西の地域～岩沼・名取市西部

丘陵沿いは、大きな被害は見られなかったが、道路上に段

差や若干の陥没が確認された。

沿岸部（名取市閖上～山元町）は、津波に巻き込まれる

危険性等から地上偵察を中断して退避せざるを得ず、１９

４７すべての偵察班を帰隊させたため、被害状況の把握は

不十分なものとなった。



柴田町の被害状況（偵察経路・結果）

角田市・丸森町の被害状況（偵察経路・結果）

１７００ 隊偵察組駐屯地出発

１８３０ 東根橋より約１ｋｍ地点で、距離５０ｍ
段差約３ｍの道路の陥没を確認報告

１９１０ 東根橋より国道３４９号線を角田方面へ
迂回し、角田橋を通り偵察経路上に戻る。
その間、異状なし。

１９３５ １０４Ｅ０２で、中学校に避難している
避難者１６名を確認報告

２０５７ １０４Ｅ０７まで異状なし

２１０２ 西根小から約３キロ地点片側車線に長さ

約１０ｍ段差約１０ｃｍの亀裂を確認

報告

２１１４ 駐屯地到着

金津中学校
避難者１６名

道路の亀裂
距離１０ｍ

段差約１０ｃｍ

道路陥没
距離５０ｍ
段差約３ｍ



各部隊の展開状況（１３日まで）

当初、初動対処小隊等を名取市に前進させ、じ後、第１

０施設群を名取市及び岩沼市に、第１０４施設器材隊を亘

理町及び山元町に、第３１２ダンプ車両中隊を第１０４施

設器材隊の増援として山元町へ前進させた。

また、第１１施設群を第４４普通科連隊の指揮の下（指

揮の特例）、相馬市に前進させ、速やかに人命救助活動を

実施した。

（救助した被災者 ６２６名）



当初の応急復旧活動は、人命救助活動に係わる緊急自動

車の通過並びにライフライン及び救援物資輸送に必要な道

路の啓開を重視して実施した。特に海岸地域の物資輸送に

使用する国道４５号線を優先して道路を啓開した。

各地域における活動状況

渡河ボートによる救助（名取市）

冠水孤立地域への進出（亘理町） 救助活動（相馬市）

救助活動（山元町）



各部隊の派遣活動
第１期 応急救援活動
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応急救援活動においては、当初、初動対処小隊等を

名取市に前進させ、じ後、第１０施設群を名取市及び

岩沼市に、第１０４施設器材隊を亘理町及び山元町に、

第３１２ダンプ車両中隊を第１０４施設器材隊の増援

として山元町へ、また、第１１施設群を第４４普通科

連隊の指揮の下（指揮の特例）相馬市に前進させ、速

やかに人命救助活動を実施した。この活動において、

救助した被災者は、６２６名であった。

第１期（応急救援活動 ３月１１日～１３日）

３月１１日１６００頃の名取市沿岸部
渡河ボートの組立（岩沼市）第１０施設群



１１日１８４５に第３８５施設中隊の１個小隊を名取市

に、１９４５に第３８４施設中隊を岩沼市に派遣して人命

救助活動を開始した。

凡例
車両による移動

活動地域

第３８５
施設中隊

閖上地区
3/11～13

2350～1140

名取市（第１０施設群）



主力到着後は、第３０１水際障害中隊、第３８６施設中

隊を名取市及び岩沼市に配置し、１３日１２００まで人命

救助活動を実施した。

第３８４
施設中隊

第３８６
施設中隊

凡例
車両による移動

活動地域

岩沼市（第１０施設群）



この間、渡河ボートを活用して冠水孤立した地域の被

災者や、小学校などに避難した住民を救助した。隊員一

人一人の積極的な活動により、多くの人命（１５５名）

を救助することができた。

渡河ボートによる救助（名取市）第１０施設群



第１１施設群は、発災後、直ちに、第３種非常勤務態勢

に移行し、派遣準備を進めるとともに、福島に所在する群

主力は第４４普通科連隊の指揮のもと（指揮の特例）速や

かに情報収集活動、応急救援活動を着手した。

相馬市（第１１施設群）

第１１施設群
第３５６施設中隊

道路の啓開（釜石市）第１１施設群



救助活動（相馬市）第１１施設群

写真提供：福島民友新聞

３月１２日２１４５第４４普通科連隊の指揮の特例が

解除されるまで、相馬市において渡河ボートを活用した

救助活動等を迅速かつ適切に実施し、多くの人命（２２

名）を救助した。



第１０４施設器材隊は、１２日０５４０山元町に先遣

小隊１４名を派遣、０７１０に架橋中隊長以下主力を増

援するとともに、１２日１０００亘理町に特殊器材中隊

長以下１コ小隊基幹を派遣し、人命救助活動を実施した。

亘理町（第１０４施設器材隊）

104器材隊
特器中隊



山下駅周辺
3/12 0630～1500

西牛橋地区
3/12 1300～1600

牛橋地区
3/13 0700～1200

笠野地区
3/13 0700～1200

清掃センター
3/12 1500～1700 

3/13 0700～1200

戸花川周辺
3/12 1500～1900

１２日１１５０には、第３１２ダンプ車両中隊の増援を

得て、山元町、亘理町において１３日１５００まで人命

救助活動を実施し、多くの人命（第３１２ダンプ車両中

隊と合わせ４４９名）を救助することができた。

山元町（第１０４施設器材隊）

ダンプ中隊 104器材隊
架橋中隊



第３１２ダンプ車両中隊は、３月１２日１０５０、中隊

長以下２７名が当初、亘理町役場に集結、じ後山元町役場

へ前進し、第１０４施設器材隊の支援に任じた。

亘理町（第３１２ダンプ車両中隊）

ダンプ
中隊



特に、山元町内における人命救助を行い、山下駅周辺、

戸花山及び磯浜公園で多くの孤立者、負傷者を救出した。

（第１０４施設器材隊と合わせ４４９名を救出）

山元町での活動の様子（第３１２ダンプ車両中隊）



大型タンクの倒壊（岩沼市）

津波被害直後の閖上地区の様子（名取市）

橋上に流された瓦礫（岩沼市）

津波により破壊された建物（名取市）

被 害 状 況

亘理町荒浜地区の冠水状況

名取市閖上地区の冠水状況 岩沼市閖上地区の冠水状況

亘理町一帯

被 害 状 況



孤立地域の家屋から孤立者を救出 胴長を装着し、冠水地域から孤立者を救出

ヘリコプター（ホイスト）により
冠水地域から孤立者を救出

渡河ボートにより
冠水地域から孤立者を救出

活動状況（孤立者の捜索及び救出）

積み重なる瓦礫等をかき分け捜索する隊員 冠水地域の積み重なる瓦礫等を撤去しつつ捜索する隊員

サージカルマスク・ゴム長手袋を装着して捜索胴長を装着して冠水地域を捜索する隊員

活動状況（行方不明者の捜索）



活動状況（入浴支援）

活動状況（輸送支援）

粉ミルクとおむつを受け取った後、涙する母親

調達された白手を装着して柩を丁重に扱い安置所へ移送

救援物資を受け渡し、お互いに安堵と笑顔が溢れる。

役場の方と連携して救援物資（食料）を避難所へ卸下

大分から駆けつけたボランティアも久々の入浴 女性入浴者のニーズに応えてドライヤー室を設置

暖かな待合室で団らん各有名温泉から提供頂いた「湯の花」で「ミニ温泉」



活動状況（沿岸部捜索）

活動状況（部外機関等との連携）

上空からの海岸部の捜索 空地連携による行方不明者の発見

水際でのご遺体の収容 海上保安庁・海自のダイバーによる水中捜索

民間重機と連携した瓦礫内の行方不明者捜索

国交省ポンプ車による冠水地域の排水作業

米軍との共同による仙台空港の瓦礫撤去

民間ダイバーとの連携による水中捜索



活動状況（ご遺体の収容）

【安置所から柩を搬出】
●柩の搬出前に黙祷
●６名１組で丁重に搬送

【柩への黙祷】

【柩を車両へ積載(1)】
●架台に積載要員（４名１組）
を配置

【柩を車両へ積載(2)】
●架台の資材
毛布８枚、シーツ６枚角材
（5cm×5cm×300cm）×６
●積載可能柩数
特大型トラック ９柩
３1/2ｔトラック ６柩

【柩を埋葬場所へ輸送】
●市・町役場との協力（消防団）
により、悌隊を組んで移送

●先導車及び消防車は回転灯及び
前照灯を点灯（その他は前照灯のみ）

【柩を埋葬場所に卸下】
●市・町役場職員及び消防団とによる
柩の卸下

●最後に全柩に対し黙祷

ご遺体の埋葬等に係る輸送

現地調達したゴム手袋を使用し、遺体を搬送

ＯＤ毛布で保護したご遺体を担架に乗せて搬送する隊員

ＯＤシートで遺体を保護し、搬送する隊員

ご遺体洗浄の状況（角田警察署）



各部隊の派遣活動
第２期 応急復旧活動

目次へ



全般支援

１０ＥＧｐ

１０４ＥＥｑ

１１ＥＧｐ

１１ＥＧｐ

ダンプ

１０

担任地域図
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１１

第２期（応急復旧活動 ３月１３日～７月３１日）

第２施設団は１３日１２００以降、応急復旧活動に移行した。応急

復旧活動において、団は、次の各種施設作業を中心に活動した。

● 行方不明者捜索支援（瓦礫除去）

自治体のニーズや地域担任部隊の行方不明者

捜索要領に応じて、グラップル付油圧ショベル

により、瓦礫を除去しつつ行方不明者を捜索し

た。

● 道路啓開等

第２期以降の道路啓開は、部隊の展開、ライ

フライン確保等のための幹線道の啓開を優先し

て実施した。この際、当初の段階における道路

啓開は、瓦礫を運搬せずに歩道等へ除け、緊急

車両等の速やかな移動経路確保に努めた。また、

緊急車両の通過及び物資輸送ルート確保のため、

パネル橋ＭＧＢを南三陸町志津川に架設すると

ともに、孤立した東松島市宮戸島に民間油圧

ショベルを輸送するための９２式浮橋による３

舟重門橋を構築・運航した。

● 公共施設等の整備

役場、病院、学校、物資集積所等における瓦

礫の除去等を実施した。

第３１２ダンプ車両中隊等をもって、救援物

資や燃料の輸送、米軍支援（校庭廃土の運搬）

等を実施した。

第２施設団は、宮城県において、当初、第１０施設

群に石巻市以北を、第１１施設群に東松島市～多

賀城市までの宮城県中部地区を、第１０４施設器材

隊に仙台市宮城野区、若林区を担任させた。

３月１５日、第２施設団は、北部方面施設隊の増援

を受けるとともに、被害の大きい宮城県北部の気仙

沼市、南三陸町を第１０施設群から北部方面施設

隊に担任を変更した。

また、３月１８日、団は、被害の大きな石巻

市、女川町を担任している第１０施設群に第１

０４施設器材隊（架橋中隊を除く。）を増援し、

同地域の応急復旧活動の推進を図った。

第２施設団担任地域図(当初）

全般支援

１０ＥＧｐ

１０４ＥＥｑ

１１ＥＧｐ

１１ＥＧｐ

ＮＡＥｕ
１０ＥＧｐ

ダンプ

（増援）

ＮＡＥＵ

１０

＃１担任地域変更図

104

１１

＃１ 担任地域変更図



全般支援

１０ＥＧｐ

２ＥＢ

ＮＡＥＵ

ＮＡＥｕ
１０ＥＧｐ

ダンプ

（増援）

ＮＡＥＵ

１０

104

原子力災害派遣に伴う担任地域変更図

全般支援

５ＥＢに配属

１１

ＮＡＥＵ

混成群

（１０ＥＧｐを増援）

６月１２日には、第５施設団の施設支援を第１１施設群が引き継ぎ福島県全域を、６月

２１日には、第１施設団混成群の施設支援を第１０施設群が引き継ぎ、宮城県全域を担任

した。

３月２１日、第１０施設群を増援していた第１０４施設器材隊を団直轄（じ後の橋梁架

設等の任務を考慮し、団直轄として運用）とし、団直轄地域である仙台市宮城野区及び若

林区の応急復旧活動を実施させた。

なお、４月１２日、第１施設団混成施設群（長：第４施設群長）の配属を受け、第１０

施設群に増援させ、雄勝地区、牡鹿半島地域における行方不明者捜索の進捗を図った。

そして、４月１８日には、地元福島部隊である第１１施設群を第５施設団に配属し、福

島第１原発付近の避難指示区域における行方不明者の捜索を命じた。これに伴い、第１１

施設群が担任していた宮城県中部地区は、北部方面施設隊が１９日０８００以降担任実施

した。

＃２ 担任地域変更図

４月１２日第１施設団混成施設団が配属

４月１８日第１１施設群を第5施設団に配属

(原子力災害派遣）



第１０施設群は３月１３日１２００以

降、移動準備を実施、１４日１１００群

主力は石巻総合運動公園に到着し、群指

揮所を開設、気仙沼市、南三陸町、石巻

市、涌谷町、女川町、登米市及び栗原市

の応急復旧活動に移行した。

第１０施設群は、３月１４日以降、石

巻市及び女川町を中心に、国道４５号線、

３９８号線、県道７、３０、４１、２３

８、２４０、２５１号線の道路啓開及び

道路補修を実施した。

〈第１０施設群〉

石巻総合運動公園に進入する第10施設群

吹雪の中、進む道路啓開（398号線石巻市）

施設技術を発揮した道路補修（女川町）道路啓開（石巻市大門、門脇地区）

第１０施設群

第１０施設群

第１０施設群

第１０施設群



その間、３月１５日には、気仙沼、南三陸に展開する部隊を石巻正面に転用するとともに、

３月１８日～３月２５日の間、第１０４施設器材隊の増援を、 ４月１２日からは、第１施

設団混成施設群の増援をうけ、被害甚大であった石巻市を中心に瓦礫の除去を実施した。

一方、第３８７施設中隊は最後まで指揮の特例を解かれることなく９師団に配属されたま

ま地元岩手県で活動した。

４月３０日、第１０施設群は、石巻総合運

動公園に、石巻・女川地区施設調整所を設置

し、石巻市における施設科事項の統制・調整

を実施した。

石巻市は、合併まもない市で、６コの支所

に行政地域が分かれていたこと、３コの師

団・旅団が地域担任部隊となっていたことか

ら施設調整所の設置は、有効であった。

また、３月１３日～６月２２日までの間、師団等が実施する行方不明者の捜索活動を支援、

グラップル付油圧ショベルによる瓦礫の除去を実施した。

石巻・女川地区施設調整所内での群長状況確認 テレビ局による取材受け（石巻市）

捜索支援（石巻市）

捜索支援（岩手県山田町）

石巻小学校の復旧整備

第１０施設群 第１０施設群

第１０施設群

第１０施設群 第１０施設群



なお、第１０施設群は、５月１８日～７月２３日まで第１０師団に第301水際障害中隊を

基幹部隊とする給食１コ班、給水１コ組を配属し、宮城南部生活支援隊の一部として、給

食支援及び入浴支援を実施した。

また、第１０施設群は、４月１６日～２４日までの９日間、第３８４施設中隊により石巻

市魚町の瓦礫の処理等を実施し、冷凍魚等の処理に必要な道路を開設した。これは、腐敗す

る冷凍魚を海洋投棄するための道路啓開であり、非常に強い臭気の中、おう吐しながら油圧

ショベルを操作する隊員もいた。

宮城南部生活支援隊（岩沼市）

毎日約７００食分の食事を提供
入浴支援(山元町）

石巻市魚町地区の道路啓開 冷凍倉庫に残置された水産物の搬出（石巻市）

第１０施設群 第１０施設群

第１０施設群 第１０施設群



〈第１１施設群〉

第１１施設群は、３月１３日１４００、集結予定地域の王城寺原演習場に向け前進、到着後

２２３５指揮所を開設完了した。（指揮活動を容易にするため、１５日、群集結地を東松島市

鷹来の森運動公園に移動）

３月１４日～４月１７日までの間、生活物資輸送に必要な道路啓開、小学校等公共施設内の

瓦礫の除去、離島の道路補修等の応急復旧活動を宮城県内で実施した。

この間、１４日０６００から東松島市及び多賀城市において、捜索に必要な道路啓開を開始

するとともに、連隊等に対し、渡河ボート等による救助支援を実施した。

なお１５日には、被災した松島基地のレーダー機能回復のため、新たなレーダーを設置する

ための基礎を造成するのに必要な採石を王城寺原演習場から運搬し、整地を完了した。

渡河ボートを使用した行方不明者の捜索（松島市）

行方不明者の捜索（東松島市） 国道４５号線の道路啓開（東松島市）

３月２０日の活動状況

第１１施設群

第１１施設群 第１１施設群



第１１施設群

３月１７日～１９日までの３日間、仙台港周辺において、

生活物資輸送に必要な道路啓開を実施した。

仙台港周辺の道路啓開

第１１施設群

仙台市宮城野区（蒲生地区）での道路啓開

４月１３日～１７日までの５日間、離島である桂島に小型油

圧ショベル、土のう、人員を積載した艀をタグボートにより運

航し、上陸した。

上陸後、道路の補修・瓦礫の除去を行い生活基盤の確保を実

施した。

なお、偵察要員はヘリにより上陸し、偵察を実施した。

道路上の瓦礫の除去（桂島）

第１１施設群



●マスク・ゴーグル着用

●作業用防護衣内は、高温多湿

●トイレは、一度全て脱衣
作業用防護衣の装着要領の教育

福島第１原発周辺における活動

第１１施設群は、４月１９日に、東松

島市の集結地から福島駐屯地に移動を完

了し、原子力災害派遣における行方不明

者の捜索支援を実施した。

この際、福島第１原子力発電所２０㎞圏

内での活動を実施することから、協同部

隊である中央即応集団等が実施するモニ

タリング結果について情報を入手すると

ともに、自隊で活動地域におけるモニタ

リングを実施した。

また、各中隊は、普通科部隊等を直接

支援し、民間建設機械力を統制した。

警戒区域内の活動に際しては放射線に関する事前教育等の実施、作業

用防護衣の着用、放射線受線量の目安の設定、線量計３型による日々の

受線量測定等、放射線受線量管理が確実に実施された。

第１１施設群



福島県宮田川の排水設備構築のための取付道構築福島鹿島地区における瓦礫の除去

福島第１原発から５ｋｍの大熊地区での行方不明者捜索支援排水設備構築のため１ｔ土のうを作成（浪江町）

第１１施設群第１１施設群

第１１施設群第１１施設群

浪江町の行方不明者捜索状況を確認する第２施設団長
作業用防護衣を装着しての油圧操作手

第１１施設群 第１１施設群



第１０４施設器材隊は、３月１４日、応急復

旧活動への移行に伴い隊指揮所を仙台市扇町四

丁目公園に推進し、仙台市宮城野区・若林区の

地域の応急復旧活動を実施した。

当初、３月１４日～１６日、第１０４施設器材

隊は、架橋中隊、特殊器材中隊の総力をもって、

瓦礫や被災した車両により途絶していた宮城野

区・若林区地域の県道１０号線、５４号線及び

蒲生浄化センター地域等の道路啓開を実施した。

〈第１０４施設器材隊〉

また、３月１６日から特殊器材中隊は、救援物資や燃料、復旧器資材の船舶輸送を可能とする

ため、仙台港地区の道路啓開を実施した。この港地区において、約７０００ｍの道路を啓開した。

仙台市宮城野区における道路啓開

指揮所を仙台市扇町四丁目公園に推進

ドーザと油圧ショベルの連携で道路啓開を実施
(塩釜～亘理線）

仙台市新港地区における道路啓開名取大橋西側道路の道路啓開

第１０４施設器材隊

第１０４施設器材隊 第１０４施設器材隊

第１０４施設器材隊第１０４施設器材隊



第１０４施設器材隊は、３月２０日～３月２５日、第１０施設群の増援任務に

伴い、隊指揮所を石巻総合運動公園に推進するとともに、女川町の応急復旧活動

を実施した。

国道４５号に架けられたパネル橋ＭＧＢ
（南三陸町志津川地区）

３月１８日には、津波被害により崩壊した南三陸町志津川地域の国道４５号線水

尻橋の応急橋梁を、架橋中隊がパネル橋ＭＧＢにより架設した。０９００架設開始、

１８００には架設をすべて完了し、１９日から車両通行が開始された。

この橋長４０ｍのパネル橋ＭＧＢは、７月７日に国土交通省の架設橋が完成する

まで、交通量の大きい（１日に１万台）国道４５号線の通行を支え続け、志津川地

区の「孤立」を救った橋、「命をつなぐ橋」として、地元の生活、復旧、復興に活

用され、親しまれた。

民間の油圧ショベルをリースし瓦礫を除去(石巻市） 権道９８号線の道路啓開（女川町）

第１０４施設器材隊村田町
柴田町

亘理町大河原町

角田市

山元町

丸森町

白石市
七ヶ宿町

蔵王町

名取市
岩沼市

川崎町

松島町

石巻市

東松島市
女川町

加美町
色麻町

大郷町

大衡村

涌谷町

栗原市

大崎市

美里町

仙台市
（泉区）（青葉区）

（太白区）（若林区）

富谷町

南三陸町
登米市

気仙沼市

塩釜市
利府町

大和町

（宮城野区）

道路啓開道路啓開

道路啓開・拡幅道路啓開・拡幅

ＭＧＢ架設ＭＧＢ架設104104

BrgBrg

SEqSEqSEq

BrgBrgBrg
BrgBrgBrg

９２浮橋

３舟重門橋

９２浮橋

３舟重門橋

×３

×１

×１

×３

×１

×３

×１

×１

×２
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架橋中隊は、３月２３日、東松島市宮戸島の復旧活動に必要な民間重機材３台を、９２式浮

橋３舟重門橋により海上輸送した。

この作戦は、孤立した島への緊急の輸送であり、これにより、宮古島における道路などの復

旧が進捗した。９２式浮橋の海上運航は、陸上自衛隊として初めての活動であった。

なお、第１０４施設器材隊は、３月２６

日から５月１８日、宮城野区及び若林区に

おいて方面特科隊が実施する行方不明者の

捜索活動を支援、瓦礫の除去を実施した。

また、３月２３日～２６日までの４日間、

架橋中隊が、被災を受けた仙台港変電所及び

仙台市多賀城変電所に至る経路の瓦礫除去を

実施した。この道路啓開により、変電所への

進入が可能となり、変電所の復旧が進捗し、

ライフライン回復を進めた。

中野小学校グランドにおける瓦礫の除去(宮城野区）

９２式浮橋による重門橋運航(宮戸島）民間重機材を積載（東松島市宮古島）

仙台変電所における瓦礫除去支援孤立していた宮古島へ建設機材が上陸

第１０４施設器材隊 第１０４施設器材隊

第１０４施設器材隊 第１０４施設器材隊

第１０４施設器材隊



第３１２ダンプ車両中隊は、３月１４日から、石巻運動公園に指揮所を移転し、
全般支援を実施した。この間、継続的に、石巻市、東松島市、仙台市等において、
行方不明者の捜索を実施する各部隊に対するダンプ支援を実施した。

〈第３１２ダンプ車両中隊〉

なお、米軍の実施した「トモダチ作
戦」において、石巻市学校等瓦礫除去
支援（４月４日～１１日）、仙石線
（東松島市、野蒜（のびる）駅及び陸
前小野駅）の復旧支援(４月２１日～
２５日）を実施した。

また、４月１９日～２２日にかけては、石巻市の日和大橋の破壊した橋台部の
復旧工事を、第１０施設群及び民間の土木会社と緊密に連携して実施した。
また、各避難所等への救援物資や燃料輸送を実施した。

自治体への物資輸送 石巻市日和大橋崩落の復旧

捜索支援における瓦礫除去（吉野町）

第３１２ダンプ車両中隊

第１０施設群の応急復旧活動を支援（女川町）

瓦礫の運搬(石巻市がれき仮置場）

第３１２ダンプ車両中隊

第３１２ダンプ車両中隊

第３１２ダンプ車両中隊第３１２ダンプ車両中隊



応急復旧活動の実績

目次へ



区
分

応急復旧任務 岩 手 県 宮 城 県 福 島 県 合 計

応

急

復

旧

道路啓開

４５，３１６ｍ

ＥＢｎ ２０，５５３ｍ

ＥＢ ２４，７６３ｍ

３９８，９１８ｍ

ＥＢｎ ８２，７２４ｍ

ＥＢ ３１６，１９４ｍ

８５，４１５ｍ

ＥＢｎ ３６，２１９ｍ

ＥＢ ４９，１９６ｍ

５２９，６４９ｍ

ＥＢｎ １３９，４９６ｍ

ＥＢ ３９０，１５３ｍ

道路補修
２箇所

５００ｍ

１９箇所

１４，５３４ｍ

３箇所

４，２００ｍ

２４箇所

１９，２３４ｍ

公共施設の瓦礫の処理
２４，１７０㎥

（ダンプ４，８３４台）

３０，０４０㎥

（ダンプ６，００８台）

４，１３５ ㎥

（ダンプ８２７台）

５８，３４５㎥

（ダンプ１１，６６９台）

整 地

８５７，０９７㎡

ＥＢｎ ４０，５５１㎡

ＥＢ ８１６，５４６㎡

２９，４５４㎡

ＥＢｎ ３，４２０㎡

ＥＢ ２６，０３４㎡

６９，８６８㎡

ＥＢｎ ０㎡

ＥＢ ６９，８６８㎡

９５６，４１９㎡

ＥＢｎ ４３，９７１㎡

ＥＢ ９１２，４４８㎡

仮設住宅用地の整地

４１㎡

ＥＢｎ ４１㎡

ＥＢ ０㎡

６１，６６２㎡

ＥＢｎ ０㎡

ＥＢ ６１，６６２㎡

０㎡

ＥＢｎ ０㎡

ＥＢ ０㎡

６１，７０３㎡

ＥＢｎ ４１㎡

ＥＢ ６１，６６２㎡

橋梁架設(門橋×２を含む) なし ６ヶ所 １ヶ所 ７ヶ所

行
方
不
明
者
捜
索
支
援

瓦礫の除去（運搬）

４２７，４４５㎥

（ダンプ８５，４８９台）

ＥＢｎ ２７６，１８５㎥

ＥＢ １５１，２６０㎥

６４６，４６０㎥

（ダンプ１２９，２９２台）

ＥＢｎ ３９８，８５８㎥

ＥＢ ２４７，６０２㎥

２７０，３２０㎥

（ダンプ５４，０６４台）

ＥＢｎ ９８，３４０㎥

ＥＢ １７１，９８０㎥

１，３４４，２２５㎥

（ダンプ２６８，８４５台）

ＥＢｎ ７７３，３８３㎥

ＥＢ ５７０，８４２㎥

瓦礫の処理

（移動のみ・概数）

８５，４９０㎥

（ダンプ１７，０９８台分）

２２，６２６０㎥

（ダンプ４５，２５２台分）

５４，０６５㎥

（ダンプ１０，８１３台分）

３６５，８１５㎥

（ダンプ７３，１６３台分）

※ダンプ１台：５ ㎥

※ 阪神大震災の瓦礫量 １，９８０万トンのうちの０．６％（１２万トン）を自衛隊が運搬

応急復旧活動の実績



ＪＸ日鉱日石製油所（２３．３．２１～２４）
道路啓開 ５６００ｍ、車両約４００台除去 、土砂運搬約５００ｍ３

石巻市魚町地区の道路啓開（２３．４．１５～１７）
腐敗する魚（海洋投棄）を取り出すため冷凍倉庫までの道路を啓開

道路啓開（トピックス）



道路啓開（岩手、宮城、福島３県の累積）

仙台宮城ＩＣ～静岡県清水ＩＣ間とほぼ同じ距離



３県の総量

ダンプ

台数換算
約３５万台

重量換算
約１８０万

ﾄﾝ

阪神淡路大震災

(瓦礫除去約１２万トン）

約１５倍

被害の甚大さ

９１万ﾄﾝ

３２万ﾄﾝ

５５万ﾄﾝ

４０万ﾄﾝ

０

１７８万ﾄﾝ

８０万ﾄﾝ

１２０万ﾄﾝ

１６０万ﾄﾝ

２００万ﾄﾝ

がれきの除去（岩手、宮城、福島３県及び総量）



自衛隊の応急復旧支援の実績



自衛隊の応急復旧支援の実績

３７万㎥



Before-After-Present

期 間 平成２３年３月１７日～１８日（架設期間は、平成２３年７月７日まで）

場 所 三陸町志津川水尻橋（国道４５号線）

編 成
○ 事前偵察及び国交省との調整等：架橋中隊浮橋小隊 安藤３尉以下９名

○ 架橋中隊架設作業小隊：パネル橋小隊 佐藤３尉以下３０名

活動内容

○ 事前偵察・調整（３．１７（木）現地０８００～１７００）

○ パネル橋ＭＧＢによる応急橋梁架設「橋長：約４０ｍ／６ｈ」

３．１８（金）：作業開始０８４５：作業完了１８００

写 真

Before After Present
平成３０年

令和２年２月

護岸工事のため、橋は撤去

パネル橋ＭＧＢ

国交省仮設橋



村田町

柴田町

亘理町
大河原町

角田市

山元町

丸森町

白石市
七ヶ宿町

蔵王町

名取市

岩沼市

川崎町

松島町

石巻市

女川町

加美町
色麻町

大郷町

大衡村

涌谷町

栗原市

大崎市

美里町

仙台市

（泉区）（青葉区）

（太白区） （若林区）

富谷町

登米市

塩釜市

利府町

大和町

（宮城野区）

場所 東松島市 及び 南三陸町

種類 自走架柱橋（約３０ｍ）

３．１９(東松島） ３．２２（南三陸）

場所 宮戸島 松が島橋

種類 ９２式浮橋（３舟重門橋）

３月２３日

場所 気仙沼市波路上 岩井橋

種類 徒橋（約３０ｍ）

３月２５日～４月４日

場所 東松島市

種類 軽門橋（５舟５導板）

３月２９日

場所 南三陸町 水尻橋

種類 ＭＧＢパネル橋（約４０ｍ）

３月１８日～７月７日

橋梁架設（７ヶ所）

東松島市

南三陸町

気仙沼市



Before-After-Present

期 間 ３／２２

場 所 県道２４０号線・門脇バッティングセンター前

編 成 第３８４施設中隊 中隊長以下１７名

活動内容
道路啓開

油圧×１、ドーザ×１、バケット×１

写 真

Before After Present(令和３年２月現在)



Before-After-Present

期 間 ３／１８～１９

場 所 県道２４０号宜山町

編 成 第３８４施設中隊 中隊長以下１７名

活動内容
道路啓開作業

油圧×１、ドーザ×１、バケット×１

写 真

Before After Present(令和３年２月現在)



Before-After-Present

期 間 ３／２３～３／２７

場 所 県道４１号野々浜

編 成 第３８６施設中隊 中隊長以下２０名

活動内容
道路啓開

油圧×１、バケット×１、ドーザ×１

写 真

Before After Present(令和３年２月現在)



Before-After-Present

期 間 ３／２６～２８

場 所 県道２４０号松並２丁目

編 成 第３８５施設中隊 中隊長以下２０名

活動内容
道路啓開

油圧×２、バケット×１

写 真

Before After Present(令和３年２月現在)



Before-After-Present

期 間 ４／３～９

場 所 石巻市大門町４丁目

編 成 第３８５施設中隊 中隊長以下１１名

活動内容
道路啓開

油圧（グ）×２、油圧（輪）×１

写 真

Before After Present(令和３年２月現在)



Before-After-Present

期 間 ４／４～１０

場 所 女川町女川橋

編 成 第３８６施設中隊 中隊長以下１１名

活動内容
道路啓開、暗渠構築

油圧×１、バケット×１、ドーザ（乾）×１

写 真

Before After Present(令和３年２月現在)



Before-After-Present

期 間 ４/１４

場 所 石巻市門脇地区県道７号線

編 成 第３８５施設中隊 中隊長以下１０名（即自５名）

活動内容
道路啓開（道路拡幅（歩道含む））

油圧（グ）×２ 油圧（装輪）×１

写 真

Before After Present(令和３年２月現在)



Before-After-Present

期 間 ５月１日～１５日

場 所 石巻市大街道釜北橋水路道路

編 成 第３８４施設中隊 中隊長以下２２名

活動内容
水路浚渫（行方不明者捜索に伴う瓦礫の除去）

ロング油圧(グラップル）×２ 油圧(グラップル）×２

写 真

Before After Present(令和３年２月現在)



自衛隊における
災害派遣とは

目次へ



防衛力に期待される役割の多様化に応じ、あらゆる事態等に柔軟に対応








